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20102010年年33月期月期

第２四半期決算説明会第２四半期決算説明会

本資料に記載されている業績見通しは本資料に記載されている業績見通しは､､将来の予測であって将来の予測であって､､リスクや不確定要素を含んだものですリスクや不確定要素を含んだものです｡｡実際の業績は実際の業績は､､経済情勢をはじめさまざまな要素により経済情勢をはじめさまざまな要素により､､これら業これら業

 

績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきください績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきください｡｡
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第2四半期決算概況
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2010年3月期
 

第2四半期決算の総括

厳しい受注環境下､大幅増益決算

売上高は､新技術分野における大型案件の納入､主要顧客向け
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの順調な進展､ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽの伸長等により､概ね前年

 同期及び公表計画水準を維持。

利益面では､ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽの伸長､原価低減及び販売管理費抑制
の効果により､公表計画水準を確保し､前年同期比で大幅増益｡

受注高は､前年度大型案件の反動減に加え､企業のＩＴ投資抑制の
影響を受け､製品販売を中心に減少し､前年同期実績及び公表
計画を下回った｡
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2010年3月期
 

上期
 

業績ハイライト
 

（公表計画比）

受注減少も､概ね公表計画水準で着地

【売上高】

製造業､ﾈｯﾄ系企業中心に投資抑制あるも､

通信､流通向け好調により､概ね計画水準

【売上総利益】

不採算案件増加も､ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大､

原価低減等により､概ね計画水準の売上

総利益率を維持

【販売管理費】

外注費・諸経費抑制の効果により改善

【受注高】

自動車・精密等の製造業､ﾈｯﾄ系企業の投資

縮小に加え､通信・金融・流通向け案件の

下期への期ｽﾞﾚにより未達

【受注残高】

受注減に伴う減少

主な増減要因

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 達成率

売 上 高 1,310 ― 1,320 ― ▲9 99.3%

売 上 総 利 益 332 25.4% 336 25.5% ▲3 99.0%

販売費及び一般管理費 ▲ 278 ― ▲ 286 ― +7 97.6%

営 業 利 益 53 4.1% 50 3.8% +3 107.0%

経 常 利 益 52 4.0% 50 3.8% +2 104.3%

純 利 益 26 2.0% 28 2.1% ▲1 95.6%

受 注 高 1,233 ― 1,430 ― ▲196 86.3%

受 注 残 高 1,273 ― 1,459 ― ▲186 87.2%

2009年度 上期

公表計画
公表計画比

実　績

2009年度 上期
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【売上高】

製造業､ﾈｯﾄ系企業等不調も､公共､流通

向け好調により､概ね前年水準を維持

【売上総利益】

ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大､原価低減等により

売上総利益率改善

【販売管理費】

人件費・社内ｼｽﾃﾑ関連費用の減少に加え､

外注費及び諸経費抑制の効果により､

前年比大幅減

【受注高】

通信､金融､流通､官公庁向けを中心とした

昨年度大型案件の反動減に加え､製造業､

ﾈｯﾄ系企業を中心とした投資抑制等により

大幅減

【受注残高】

受注減に伴う減少

2010年3月期
 

上期
 

業績ハイライト
 

（前年同期比）

ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大､ｺｽﾄ抑制により大幅増益決算

主な増減要因

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 伸び率

売 上 高 1,310 ― 1,316 ― ▲5 -0.4%

売 上 総 利 益 332 25.4% 326 24.8% +5 +1.7%

販売費及び一般管理費 ▲ 278 ― ▲ 298 ― +19 -6.6%

営 業 利 益 53 4.1% 28 2.1% +25 +90.6%

経 常 利 益 52 4.0% 31 2.4% +21 +68.0%

純 利 益 26 2.0% 13 1.0% +13 +100.3%

受 注 高 1,233 ― 1,577 ― ▲344 -21.8%

受 注 残 高 1,273 ― 1,516 ― ▲243 -16.0%

前年同期比
実　績

2009年度 上期 2008年度 上期

実績
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製品 ： ｻｰﾊﾞ中心に企業のIT投資抑制の影響を受け､売上減少

開発 ： 商社・銀行向け大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の寄与により、売上増加

ｻｰﾋﾞｽ ： ｼｽﾃﾑ運用ﾋﾞｼﾞﾈｽの順調な拡大、HW保守の増加傾向維持により、売上増加

ビジネスモデル別
 

前年同期比較

（億円） 受注高受注高 売上高売上高

1,577億円

1,233億円
1,310億円1,316億円

+21億円

+20億円

▲48億円
▲182億円

▲65億円

▲95億円

受注残高受注残高

1,273億円

1,516億円

+74億円

▲74億円

▲166億円

1,349億円

▲98億円

▲6億円

+27億円

製品 開発 サービス

573573
391391

350350

285285

652652

557557

0

500

1,000

1,500

2,000

2008年度
上期

2009年度
上期

411411 363363

270270 291291

633633 655655

2008年度
上期

2009年度
上期

373373
202077 234234

294294

219219 213213

848848
923923 825825

2008年度
上期末

2008年度
期末

2009年度
上期末

(42%)(42%)

(22%)(22%)

((3636%)%)

(4(455%)%)

((2323%)%)

((3232%)%)

(4(488%)%)

((2121%)%)

((3131%)%)

((5050%)%)

((2222%)%)

((2828%)%)

((5656%)%)

((1919%)%)

((2525%)%)

((6969%)%)

((1616%)%)

((1515%)%)

((6565%)%)

((1717%)%)

((1818%)%)



8

Copyright©2009 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 

-8-

情報通信： 前年度受注の大型案件反動減により受注減少も、今年度売上高に寄与し増加

金 融 ： 銀行､ｶｰﾄﾞ向け大型案件反動減や、投資抑制により受注減少も､売上は前年水準を維持

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ： 景況感悪化の影響により自動車・半導体等の製造業及びﾈｯﾄ系企業向けﾋﾞｼﾞﾈｽが減少

流 通 ： 商社ｸﾞﾙｰﾌﾟ向け大型案件の反動減で受注減少も､主要顧客向けﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが順調に進展

事業グループ別
 

前年同期比較

情報通信

 

（▲110億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（▲47億円）

金融

 

（▲27億円）

その他

 

（＋2億円）

流通

 

（▲4億円）

情報通信

 

（▲86億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（＋51億円）

金融

 

（▲10億円）

その他

 

（▲39億円）

流通

 

（＋9億円）

情報通信

 

（▲158億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（▲57億円）

金融（▲48億円）

その他

 

（▲52億円）

流通（▲28億円）

情報通信

 

（＋56億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（▲43億円）

金融（＋1億円）

その他

 

（▲34億円）

流通（＋14億円）

560560
401401

152152
104104

453453

396396

196196

168168

212166

164164

0

500

1,000
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2,000

2008年度

上期

2009年度

上期

432432 488488

112112 113113

389389 346346

146146 160160
237237 203203

2008年度

上期

2009年度

上期

576576 467467 380380

146146
111188

109109

442442
395395

446446

134134

130130 139139

218218

232388 199199

2008年度
上期末

2008年度
期末

2009年度
上期末

（億円）
受注高受注高 売上高売上高

1,577億円

1,233億円 1,310億円1,316億円

受注残高受注残高

1,273億円

1,516億円

1,349億円
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▲１

±０

５３

 
（＋２５）

２８

営業利益増減要因
 

（前年同期比）

減収による影響

1,316億

 

⇒1,310億

 
(▲5億円減収）

【売上高増減内訳】
・

 

ｻｰﾋﾞｽ

 

：＋21億円
・

 

開発

 

：＋20億円
・

 

製品

 

：▲48億円

売総率の改善

26.2%⇒26.8%
(＋0.6Pts上昇）

 
※

 

不採算案件を除く

【売総率変動要因】
・

 

サービスビジネスの
売上構成比上昇

・

 

外注費削減等の
原価低減施策実行

（億円）

2008年度上期
営業利益

売上増減効果 売総率変動効果 不採算案件増減 販売管理費増減 2009年度上期
営業利益

不採算案件増減

▲18億⇒▲18億
(前年同水準)

＋７

売上総利益増加

 

＋5億円

0

20

40

60

＋１９

販管費の減少

▲298億⇒▲278億
(＋19億円改善）

【主な経費減少要因】
・人件費：

 

+5億円
・委託社員受入費：+1億円
・社内ｼｽﾃﾑ関連費用：+3億円
・その他諸経費等：+10億円
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■

 
不採算案件は前年上期と同水準発生

 
（▲18億円

 
⇒

 
▲18億円）

■

 
不採算案件を除いた売上総利益率は高水準で推移(前年上期比+0.6Pts)

不採算案件と売上総利益率の推移

不採算除く売総率不採算除く売総 不採算引当額 売総率実績

358

468

345

476

350

-4 -18 -18
-0

-18

25.2%

25.2%

24.8%

27.1%

25.4%

26.2%

25.5%
26.2%

26.8%27.1%

-50

50

150

250

350

450

550

650

2007年度上期
15.0%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

25.0%

27.0%

2007年度下期 2008年度上期 2008年度下期 2009年度上期

（売上総利益/億円） （売上総利益率/%）
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委託社員受入費

 
（▲1億円）

販売管理費販売管理費抑制が大幅増益決算に寄与抑制が大幅増益決算に寄与

 
（前年同期比▲（前年同期比▲1919億円削減）億円削減）

◆人件費：

 

新卒中心に人員増加も､業績に連動した人件費設定により減少

 

※09年度

 

新入社員303名

◆委託社員受入費：

 

外注社員数見直しにより削減

 

※派遣社員数

 

前年比▲486人

◆その他：社内ｼｽﾃﾑ関連費用減少､諸経費削減により大幅減少

販売管理費
 

増減要因

人件費

 
（▲5億円）

その他

 
（▲12億円）

（億円）

278億円
298億円

社員

 
（＋354人）

派遣社員

 
（▲486人）

（人）

10,977人11,109人

販売管理費 人員数

減価償却費
（＋

 

0億円）

157157 151151

3232 3030
1111 1212

9797
8484

0

100

200

300

2008年度
上期

2009年度
上期

SESE
3,2643,264

SESE
3,5193,519

その他その他
2,9702,970

その他その他
3,0603,060

SESE
2,4492,449

SESE
2,1832,183

CE 133CE 133

その他その他
1,5581,558

CE 146CE 146

その他その他
1,7651,765

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2008年度
上期末

2009年度
上期末

CE 524CE 524CE 515CE 515
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営業外損益および特別損益

（単位：億円）

2009年度
上期実績 前年同期実績 差異
金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

営 業 外 収 益 2.1 4.2 ▲ 2.0 受取利息    　　　  ▲1.3億円
受取配当金　　　　 ▲0.5億円

営 業 外 費 用 ▲ 3.5 ▲ 1.2 ▲2.2
支払利息　　　　　　　　　 ▲0.9億円
投資事業組合運用損　　▲0.8億円
持分法による投資損失　▲0.7億円

営 業 外 損 益 合 計 ▲ 1.3 2.9 ▲4.3

特 別 利 益 - 1.1 ▲ 1.1 投資有価証券売却益　　　　　  ▲0.7億円
貸倒引当金戻入益　　　　　　　 ▲0.4億円

特 別 損 失 ▲ 2.0 ▲ 5.9 +3.9 投資有価証券評価損　　　 　　＋1.8億円
アフターコスト引当金繰入額 　＋2.2億円

特 別 損 益 合 計 ▲ 2.0 ▲ 4.8 +2.7

前年対比
主な増減
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■フリー・キャッシュ・フロー（FCF）
・税金等調整前四半期純利益の増加や、たな卸資産減少等
に伴う営業CFの増加に加え、長期預金払戻による収入の増
加等により、投資CFが増加。結果、FCFは前期比増。

主な増減
　税前四半期純利益増加　+23、売上債権減少　+30、
　たな卸資産減少　+157、仕入債務の減少　▲45、
　長期預金の払戻による収入　+20

■財務CFの主な増減
　自己株式の取得による支出 +25、
　ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済による支出 ▲8

連結ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ､Ｂ／Ｓ

【資産・負債等の主な内訳（カッコ内は前年同期比増減】
■流動資産
　現金及び預金　　　　 298億円（+135億円）
　商品　　　　　　　　　　110億円（▲123億円）
　有価証券（主にCP)　349億円（▲　89億円）
■固定資産の主な増減
　有形固定資産 　　　　303億円（+119億円）
　無形固定資産　　　　　 55億円（▲　 4億円）
　投資有価証券　　　　　 45億円（▲ 14億円）
■流動負債
　支払手形及び買掛金　176億円（▲72億円）
　未払金　　　　　　　　　　　46億円（▲38億円）
■固定負債
　長期ﾘｰｽ債務　　　　　 　66億円（+49億円）
■純資産
　利益剰余金　　　　　　　938億円（+46億円）
　自己株式　　　　　　　　▲13億円（+19億円）

■連結キャッシュ・フロー （単位：億円）

2008年度
上期

2009年度
上期

増減額

709 572 ▲137
▲ 44 99 +143
▲ 11 11 +22
▲ 52 ▲ 35 +16

600 646 +45

▲ 56 110 +166
■連結貸借対照表

2008年度
上期末

2009年度
上期末

増減額

流　動　資　産 1,696 1,618 ▲77
固　定　資　産 440 523 +83

2,136 2,142 +5
流　動　負　債 692 586 ▲105
固　定　負　債 26 74 +47

718 661 ▲57
1,417 1,481 +63
2,136 2,142 +5負　債　純　資　産　合　計

負　債　合　計

純　資　産　合　計

資　産　合　計

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

現金及び現金同等物の期首残高
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Ⅱ．2010年3月期
 

下期・通期業績見通し
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2010年3月期
 

通期業績予想のﾎﾟｲﾝﾄ

売上高見通し

景況感悪化に伴う上期の受注減少を受け、通期売上高見通しを下方修正。

利益見通し

売上総利益は、売上高減少の影響を受けるものの、相対的に利益率の高い

ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽの売上高構成比向上傾向が継続し、採算性の改善を見込む。

上期実績を鑑み、下期売上総利益率は前年度下期並み（27.1%）を予想。

販売管理費は、外部要員費用の更なる抑制に加え、諸経費削減を継続して

行うことにより、今年度上期並みを想定。

以上の結果、営業利益以下の項目は、期初計画水準を見込む。
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2010年3月期
 

通期業績見通し

上期の受注減により、売上高見通しを下方修正

売上総利益率改善、販売管理費抑制により、営業利益以下の項目は期初計画を維持

【参考】

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 伸び率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 修正率

売 上 高 2,920 ― 3,072 ― ▲152 -5.0% 3,020 ― ▲100 -3.3%

売 上 総 利 益 768 26.3% 802 26.1% ▲34 -4.3% 785 26.0% ▲17 -2.2%

販売費及び一般管理費 ▲ 558 ― ▲ 585 ― +27 -4.8% ▲ 575 ― +17 -3.0%

営 業 利 益 210 7.2% 216 7.1% ▲6 -3.2% 210 7.0% ±0 ±0.0%

経 常 利 益 210 7.2% 220 7.2% ▲10 -4.7% 210 7.0% ±0 ±0.0%

純 利 益 120 4.1% 129 4.2% ▲9 -7.2% 120 4.0% ±0 ±0.0%

受 注 高 2,960 ― 3,167 ― ▲207 -6.6% 3,070 ― ▲110 -3.6%

受 注 残 高 1,389 ― 1,349 ― +40 +3.0% 1,399 ― ▲10 -0.7%

修正見通し(11/12)

2009年度 2008年度

実績

2009年度

期初公表計画
期初公表計画比前期比
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2010年3月期
 

下期業績見通し

上期受注減により、下期は「減収・減益」の見通しも、販売管理費抑制

により減益幅を縮小
【参考】

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 伸び率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 修正率

売 上 高 1,609 ― 1,756 ― ▲146 -8.3% 1,700 ― ▲90 -5.3%

売 上 総 利 益 435 27.1% 476 27.1% ▲40 -8.5% 449 26.4% ▲13 -3.0%

販売費及 び一般管理 費 ▲ 279 ― ▲ 287 ― +8 -2.9% ▲ 289 ― +9 -3.5%

営 業 利 益 156 9.7% 188 10.8% ▲32 -17.1% 160 9.4% ▲3 -2.2%

経 常 利 益 157 9.8% 189 10.8% ▲31 -16.6% 160 9.4% ▲2 -1.4%

純 利 益 93 5.8% 116 6.6% ▲22 -19.6% 92 5.4% +1 +1.3%

受 注 高 1,726 ― 1,589 ― +136 +8.6% 1,640 ― +86 +5.3%

受 注 残 高 1,389 ― 1,349 ― +40 +3.0% 1,399 ― ▲10 -0.7%

修正見通し(11/12)

2009年度 下期 2008年度 下期

実績

2009年度 下期

期初公表計画
期初公表計画比前年同期比
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2010年3月期
 

下期
 

営業利益増減要因 （前年同期比）

（億円）

減収による影響

1,756億⇒1,609億
（▲146億円減収）

＜下期減収分野＞

・情報通信
・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

販管費の減少

▲287億⇒▲279億
（+8億円減少）

＜販管費減少要因＞
・外部委託費、諸経費

の削減
・社内ｼｽﾃﾑ関連費用の

減少

売総率変動
による影響

27.1%

 

⇒

 

27.1%
（前年同水準）

※

 

不採算を除く

売上増減効果 売総率
変動効果

不採算案件
増減

販売管理費増減
2009年度下期

営業利益
見通し

2008年度下期
営業利益実績

不採算案件増減

0億円⇒0億円
(前年同水準)

売上総利益減少

 

▲４０億円

0

50

100

150

200
▲４０

１５６

 
（▲３２）

１８９

＋８
±０±０
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株主還元

４０円の中間配当を実施 （通期配当８０円の予想）

連結配当性向は４２．７％ （今期純利益１２０億円達成ﾍﾞｰｽ）

¥160.26
¥182.88

¥197.87

¥225.90 ¥232.70

¥199.21
¥187.41

¥26 ¥30

¥60
¥70

¥80 ¥80 ¥8016.2%
16.4%

30.3%
31.0%

34.4%

40.2%
42.7%

¥0

¥100

¥200

¥300

FY2003 FY2004 FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009（予想）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

一株当たり利益 一株当たり配当金 （）内は中間配当金 連結配当性向

(¥13) (¥15)

(¥25)
(¥35)

(¥40) (¥40) (¥40)

FY2003 FY2004 FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009(予想)
連結配当性向 16.2% 16.4% 30.3% 31.0% 34.4% 40.2% 42.7%

自己資本純利益率 9.5% 10.4% 10.4% 11.0% 10.8% 8.8% -
純資産配当率 1.5% 1.7% 3.2% 3.4% 3.7% 3.5% -
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Ⅲ．2010年3月期
 

重点施策の進捗状況
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当社を取り巻くビジネス環境

ＩＴ投資・顧客動向ＩＴ投資・顧客動向ＩＴ投資・顧客動向

ＩＴ業界動向ＩＴ業界動向ＩＴ業界動向

ＩＴニーズ例

■ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ、ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

 

■ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ

■仮想化・統合化

 

■ｸﾞﾘｰﾝＩＴ・ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

■国内ＳＩ業界の構造変化（経営統合・提携、ｵﾌｼｮｱ）

■他業種からの新規参入（ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ、ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰﾋﾞｼﾞﾈｽ等）

■米国ＩＴﾍﾞﾝﾀﾞｰの統合

■下期においては、一部業種を除き急速な回復は見込めず、総じてＩＴ投資抑制傾向

■顧客動向においては、ＩＴ投資意識に変化

‐戦略投資集中、所有から共有、ｺｽﾄ削減、効率化・最適化促進、環境意識の高まりなど
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２００９年度経営方針と上期進捗

【【１１】】
 

ビジネスモデルの変革を加速するビジネスモデルの変革を加速する

収益性と効率性の向上

ｻｰﾋﾞｽ・ＳＩ開発・製品ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大

人材の育成と経営インフラの充実

◆ＩＴｲﾝﾌﾗ基盤ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽ（ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ/ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ

 

Ｐｒｏ等）順調、

Ｒｅｐｌａｔｆｏｒｍｺﾝｾﾌﾟﾄ策定/新ｻｰﾋﾞｽＲｅＰｌａｖａｉｌ提供開始、

ＳａａＳ型ｻｰﾋﾞｽ（ﾓﾊﾞｲﾙｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ、ＳｅｃｕｒｅＰｒｅｍｉｕｍ、Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅ）の展開、

ＷＩＰＲＯ協業ｻｰﾋﾞｽ整備、ｿﾘｭｰｼｮﾝ推進組織によるｺﾝｻﾙ効果発現、

ＣＩＳＣＯとのﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ分野協業（ＵＣＳｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰｾﾝﾀｰ開設）

◆「原価／販売管理費の抑制」は順調

◆ｴﾝｼﾞﾆｱ研修推進（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、ＶMware関連）

◆ＩＴ３ヵ年計画推進、次期人事ｼｽﾃﾑ再構築開始

【２】
 

収益体質の強化

【３】
 

経営インフラの充実
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下期注力事項

◆ワンストップショップニーズに対応◆ワンストップショップニーズに対応

ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽへの対応強化

‐ＩＴｲﾝﾌﾗ統合基盤ｻｰﾋﾞｽ（ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ、ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ

 

Ｐｒｏ）

‐仮想化統合基盤ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ（ＲｅＰｌａｖａｉｌ）

‐ＳａａＳｻｰﾋﾞｽ（ＳｅｃｕｒｅＰｒｅｍｉｕｍ、ﾓﾊﾞｲﾙｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ）

顧客の戦略投資への対応強化（ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ、ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞによるＳＩ推進）

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ関係強化、新規ｿﾘｭｰｼｮﾝ販売推進
（ＣＩＳＣＯ

 

ＵＣＳ、ＧｏｏｇｌｅＡｐｐｓ、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ

 

OfficeSharePointServer）

ｵﾌｼｮｱ開発活用推進

ＳＩビジネス獲得に向けたｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ機能の更なる強化

総合力発揮による保守運用ｻｰﾋﾞｽ強化

【顧客戦略（スーパーアカウント戦略）】
全社を挙げて営業戦略・顧客戦略を徹底強化

◆サービスビジネスの拡大◆サービスビジネスの拡大

今後６番目の

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ新設も予定
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既存保有既存保有
システムシステム

パブリックパブリック
クラウドクラウド

プライベートプライベート
クラウドクラウド

お客様お客様

・シングルサインオン
・ID統合
・システム間連携
・サービス間連携

プライベートクラウド
構築支援

プライベートクラウド
構築支援

クラウド導入
インテグレーション

クラウド導入
インテグレーション

パブリッククラウド
サービス提供

パブリッククラウド
サービス提供

自社データセンター自社データセンター

•• ＩＴインフラ統合基盤サービスＩＴインフラ統合基盤サービス
「「Techno CUVICTechno CUVIC」」

ＩＴ基盤統合力ＩＴ基盤統合力

・仮想化・統合化コンセプト・仮想化・統合化コンセプト
「「RePlatformRePlatform」」

お客様にとって最適な
ハイブリッド型クラウド
利用モデルをデザイン

ハイブリッド型ハイブリッド型
クラウドクラウド

仮想化・統合化

大規模運用

自動化

並行分散処理

高集積サーバ

文書管理・ワークフロー

ビジネスポータルサイト

メールASP

テレマティクスMAMSMAMS

ＣＲＭPowerful CRMPowerful CRM

リバースオークションリバースリバース
オークションオークション

金融業界向けHPC基盤金融金融HPCHPC

Private CloudPrivate Cloud Public CloudPublic Cloud

・・・今期からの開始ｻｰﾋﾞｽ

参考：クラウドビジネスの取り組み

ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ ＰｒｏＲｅＰｌａｖａｉｌ

ＥＭＣＥＭＣ

ＣＩＳＣＯＣＩＳＣＯ

ＯＲＡＣＬＥＯＲＡＣＬＥ

ＶＭｗａｒｅＶＭｗａｒｅ

ｘｓｉｇｏｘｓｉｇｏ

ＳｕｎＳｕｎ

ＮｅｔＡｐｐＮｅｔＡｐｐ

ＨＰＨＰ

ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＭｉｃｒｏｓｏｆｔ

ＶＭＰＯＯＬＶＭＰＯＯＬ

ｂｌａｄｅｌｏｇｉｃｂｌａｄｅｌｏｇｉｃ

ＲａｃｋａｂｌｅＲａｃｋａｂｌｅ

ＧｏｏｇｌｅＧｏｏｇｌｅ ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＭｉｃｒｏｓｏｆｔ ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅｓａｌｅｓｆｏｒｃｅ..ｃｏｍｃｏｍ
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継続重点施策

販売管理費の削減

生産性・収益性の向上策は引き続き強化

⇒

 
上期に最適化したエンジニアの稼働率向上⇒

 
上期に最適化したエンジニアの稼働率向上

⇒

 
諸経費の更なる削減⇒

 
諸経費の更なる削減

⇒

 
エンジニアの最適配置と稼働率向上⇒

 
エンジニアの最適配置と稼働率向上

⇒

 
諸経費の削減継続⇒

 
諸経費の削減継続

不採算案件の抑制

⇒

 
開発着手判断の社内プロセス強化⇒

 
開発着手判断の社内プロセス強化

⇒

 
社内チェック体制の更なる強化⇒

 
社内チェック体制の更なる強化
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